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大量の3Dデータ登録で制御盤DX時代を先取り
EPLAN×富士電機機器制御 「Eplan Data Portal活用法」

　電磁開閉器やブレーカーなど各種受配電機器と制御機器を製造・販売する富士電機機器制御は、盤内で使
用する自社製品の情報発信について、自社ウェブサイトはもちろんのこと、電気CADメーカーが運営して
いる製品ポータルサイトでの掲載を積極的に推進しています。中でもEPLANのEplan Data Portalへは4万
6000点以上の製品の3Dデータを掲載し、電気CADで盤設計をする設計者の業務負荷軽減や、設計・製造連
携による生産性向上、さらには、その先の盤製造DXに向けた土台づくりを先行して進めています。
　Eplan Data Portalの活用について、富士電機機器制御 事業統括部 業務部 担当部長　大濵一弘 氏に話を
聞きました。

FA業界と親和性の高いWebで情報発信

　本格的に製造業DXが進む中、盤設計、製造を手が
けるユーザーの立場になって機器メーカーとして何か
彼らの役に立てることがないかと考えた結果、同社が
着目し力を入れたのが、部品の3D CADデータの提
供。
　「FA業界は、お客さまが製品情報を入手するのに
Webを使った情報入手が一番多い業界です。B to B
の中でも圧倒的にその傾向が高く、Webとの親和性
がとても高い」（大濵氏）とし、Eplan Data Portal
への掲載前から、自社のコンポーネント製品技術情報
サイト「FeLibrary」で、製品に関するCADデータ・
図面・カタログ・マニュアルなどの多くの技術情報を
公開・発信していました。
　そのうちにユーザーから設
計に直接使えるデータ、設計
図面に取り込める形のデータ
が欲しいという声が多く寄せ
られるようになり、2016年頃
から主要な電気CADへ製品
データの登録を開始。Eplan 
Data Portalへの掲載開始
は、ある顧客が電気CADと
してEPLANを採用し、デー
タ提供を求めてきたことがき
っかけでした。
　大濵氏は「盤製造も人手不
足や熟練作業者の不足といっ
た社会課題がある中、スプリング端子採用機器のF－
QuiQなどの製品で課題解決に寄与すべく取り組みを
進めています。これから進むであろう盤製造のDX、
盤製造の自動化に向けてCADデータなど製品データ
の利活用は不可欠であり、そういった製造支援策とし
て、将来を見据えたデータ整備を強化し、EPLANの
みならず、さまざまなCAD媒体で製品データを提供
しています」と言います。

製品開発と情報発信の両面から
課題解決へアプローチ

　データ登録を開始はしたが、大量の製品データを作
成して登録するのは大きな手間も費用もかかる。取り
組みを始めた2017年当初はその効果がまだ不透明だっ
たことから、コストをかけてデータを整えて電気
CADメーカーのポータルサイトにデータを掲載する
ことに対して二の足を踏んでいたとのこと。しかしそ
の一方で、他社が大量の製品データをEplan Data 
Portalに登録していて設計者の目に多く触れられる状
態になっており、同社が不利な形だったことから、キ
チンと予算を確保して整備していくことを決定。さら
に、他社との差別化要素として他がまだ取り組んでい
なかった全機種3Dデータでの登録を始めました。

　「当時はすでに盤用機器はコモディティ化し、他社
との差別化が難しい状態になっていました。そうした
中で独自性を出そうとすると価格かサービスに偏りが
ちですが、DXの流れの中では製品データに価値があ
り、設計者に向けてデータを積極的に提供していくこ
とが重要です。
　また、盤業界には人手不足や熟練作業者の不足とい
った社会課題があり、製品を開発する側はF－QuicQ
などの技術で課題解決に取り組んでいます。一方、私
たちマーケティングなど情報発信でお客さまをサポー
トする部門では、これから進んでいく盤製造のDX、
自動化というデータが価値を生む将来を見据えてデー
タ整備基盤を強化し、EPLANをはじめ、さまざまな
電気CADのポータルサイトで製品データを提供する
ことで課題解決に貢献しようとしています。製品開発

と情報提供の両サイドから社会課題の解決にアプロー
チし、価値を創出していることが現在の当社の強みに
もなっています」（大濵氏）。

登録製品数4万6000品目
ほぼ全て3Dデータ

　そうしたかいもあって2024年現在のEplan Data 
Portalへの登録点数は4万6000品目と国内トップクラ
スで、グローバルでも上位に位置しています。特にそ
のほぼ全てが3Dデータになっているのが特長です。
　3Dデータは2Dデータに比べて情報量が多く、デー
タをそろえて登録するまでに手間もコストもかかりま
す。それでも3Dデータ登録にこだわったのは「設計
者の業務効率化と質の向上」と「DXに向けた将来へ
の先行投資」。3Dデータによって設計段階でより正
確な機器レイアウトや端子の位置特定が可能になり、
さらにその先の設計・製造連携、DXにもつながって
きます。
　大濵氏は「EPLANへのCADデータは3Dで公開し
ています。これは2Dではできない電線長や配線経
路、立体的な端子位置関係を画面上で検証しやすくす
るためや、今後進むであろう設計から製造をつなげて
の電線加工の自動化、さらに制御盤組み立てのロボッ

ト化、またデジタルツイン環境での検証など製造業の
DXの流れを見越した先行投資の側面もあります。さ
らに、欧州では加速しているPLM、PDM、ERPなど
基幹側のシステムとの連携も行われており、将来的に
は日本でも必要になってくるのではないかと予想して
います。
　しかし結局は、これらの動きも大元をたどればデー
タ整備に行き着き、データがないと始まりません。そ
こへ向けて他社に先んじて取り組み、そこが差別化要
因にもなっているのではないでしょうか」と解説しま
す。

3Dデータ提供でユーザーの採用条件をクリア

　実際に4万6000点もの製品登録を行った結果、どん
な成果、効果があったのか？
　大濵氏によると、「機械メーカー、設備メーカーな
どから製品採用の条件としてEPLANでデータ提供が
可能であるかどうかの問い合わせを受けることが増え
ています。長年地味にデータをつくり、データつくり
の効率化、高精度化を試行して実施してきたことが売
り上げに貢献できるようになってきて、とてもうれし

い」と言います。電気設計にEPLANを利用している
企業では、Eplan Data Portal上での製品データの有
無、または未掲載でもデータを提供できるかどうかが
採用の分かれ目になっているケースが出てきているよ
うです。

世界の新規顧客開拓の第一歩にも

　さらに、「製品データのダウンロード実績を見て
も、多くの海外のお客さまがダウンロードしてくれて
いることが分かります。未販売の国からダウンロード
されることもあり、市場のポテンシャルや進出可能性
を探るのにも活用しています。日本製の優れたコンポ
ーネントを海外ユーザーに紹介するプラットフォーム
としてもEplan Data Portalは有効だと感じていま
す」とし、世界への情報発信の場としても活用してい
ます。

「モノのデータ」から「コトのデータ」提供へ

　同社では、製品登録数の増加に加え、設計者の使い
やすさの機能強化にも取り組み、自社ウェブサイト内
にある、仕様から型式を選定できる「プロダクトセレ
クター機能」を、Eplan Data Portalに実装しまし
た。すでに同社製品を使っているユーザーや標準品と
してメーカーから指定が入っている場合は、製品型式
が事前に分かっているので型式から仕様にあったもの
を選んでデータを活用できますが、仕様だけ決まって
いて、そこから製品を検索する場合、探す手間がかか
ります。
　「プロダクトセレクター機能を実装することで、型
式が分からないお客さまも仕様から型式を選んでデー
タが活用できるようになりました。弊社にとっても製
品販売の機会が生まれています」（大濵氏）
　さらに次の進化として、製品単体の基本データ、モ
ノのデータだけでなく、最近増えてきているモジュー
ルやユニット化したソリューション、回路のデータ化
等も検討中。
　大濵氏は「これからは『モノのデータ』だけでなく
『コトのデータ』も提供していきたいと思っていま
す。製品単品の『モノのデータ』でなく、例えば回路
を一つにまとめてソリューション化した『コトのデー
タ』として提供すれば、海外規格・製品選定の難しさ

を解決したソリューションデ
ータとして価値になります。
北米に輸出する場合に必須で
あるNFPA規格に基づいた
SCCR（短絡遮断電流定格）
値の表示で困っているお客さ
まが弊社に相談してくるケー
スも多く、SCCR値を入れた
ソリューションのデータ化
や、機器の組み合わせによる
SCCR値の算出ができれば
『コトのデータ』として、こ
うした解決にもつながると考
えています」と話していま
す。

https://www.fujielectric.co.jp/fcs/


